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役立つ情報と笑顔をお届け

―リブレのゆかいな仲間たちがお送りする―3分で

読める！

【いつもあなたのコンシェルジュ】011-213-0978info@sapporo-libre.com
ーなんのために事業をやっているのか？ー
この問には色んな角度での答え方があり、「会社として」「個人として」「社会の一員として」「社員に対して」
など、どこに視点を置くかで、本質は同じなれど、表現の仕方が変わってくるものと思っています。
という前提で、今回は、会社や集団の中の一員としてではなく、一人の人間としての私個人としての目線で
大事にしていることについてお話したいと思います。       本的に、自分個人の名前を世に知らしめたいとか、
なにか個人的な功績により後世に自分の名を刻みたい
などという考えは全くなくて、むしろ個人としての名前は
できるだけ後ろに隠れていて見えない方がいいなぁと思って
いるくらいです。

その一方で、自分にとって、「         のために事業
をやっているのか？」という問いは、「何がしたくて生
きているのか？」という意味に近くて、その答えとして
自分の中に持っているのは、「自分が存在することに
より、誰かに何か良い影響をもたらしたい」ということ
で、格好つけて言うと                               なのかなと思っています。

この考えは、一見、最初の「自分の名を残したい」
という考えのことなんじゃないの？と思われるかも
しれませんが、やっぱりそんなことはなくて、ここでいう、
「自分がいなかったら起こり得なかったこと」で意識
しているのは、自分が直接誰に何をしたかということ
それ自体ではなくて、そのことによって相手に起きた
気持ちや行動の変化があることで発生する、さらに
その周囲の人や社会への　　　　      を作ることで
あると思っているのです。

そんなことを大事にして普段の活動に取り組んでいて、
社内でも、リブレのあり方や行動基準として大事にして
いる考え方などを、ことあるごとに社内のメンバーに
場面場面で伝え続けてきたつもりで、最近では、
創業期に近い頃からいるメンバーを中心に、これまで伝
え続けてきた(と思ってる)リブレが大事にする考え方や
価値観に基づいた発言や行動が見られる場面が多く
なってきていて、うれしいことだなぁと　　　　じています。

こうやって組織の文化やスピリットが作られていき、そこで共有されている価値観が、将来に渡ってサービスや価値
を創り出していって、ひとつひとつの波紋が、世の中にどんどん周囲を巻き込んで広がり、自分が事業をはじめた      いの結果となる・・・と、深夜のテンションで書いてしまいましたが、何が言いたいかと言うと、

なにをしてよろこぶ？

基 何

「自分がいなかったら

自分が生きた証」
起こり得なかったことを起こすことが、

(風が吹けば桶屋が儲かる理論とか、ブラジルの1匹の蝶の

が巡り巡って別の大きな影響を及ぼす結果になる可能性が

エフェクト理論とか、そういう、ちょっとしたアクション
羽ばたきがテキサスで⻯巻を引き起こすというバタフライ

「みんなが楽しく前向きに、生きたいと思える未来」を作りたいんだぜ！
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なにをしてよろこぶ？
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なんのために生まれて、なんのために生まれて、

年に2回の

ある、という考え方が好きなのです。)

focusリブレ速報令和

 スペシャル！

号大特⽥
安

2019年
　7月1日Vol.  74



札幌リブレ行政書士法務事務所　(代表・行政書士　安田大祐)

住所：〒060-0032　北海道札幌市中央区北２条東３丁目２番２号マルタビル札幌9Ｆ

電話：011-213-0978　／メール：info@sapporo-libre.com　／HP：http://www.sapporo-libre.com

【事務所データ】

【取扱業務】

①介護・福祉事業所の経営サポート！(就労継続支援A型/B型、児童発達支援・放課後等デイサービス、訪問介護、通所介護など)  □開業支援（法人設立・行政への指定申請・融資支援・助成金）  □開業後の顧問サービス（相談顧問/指定基準メンテナンス/レセプト請求代行/労務顧問・給与計算）
②起業支援/企業支援（法人設立・許認可申請・融資支援・補助金・助成金）

勝手に旅日記 ～バックパッカーRemember　その２～

仕事とは全く関係ありませんが、勝手に、一方的に、何の脈絡もなく、わたくしの
海外バックパッカー時代のメモリアルを一部ご紹介させていただきます！

1.『毎日食べたいフィッシュアンドチップス＠アイルランド』
とにもかくにもイモが好きです。
留学していたアイルランドでよく⾷べられているもので、
この頃は、スーパーで１０kgの袋に⼊ったジャガイモを購⼊して、
3⽇に2回の頻度くらいで自宅でフライドポテトを作ってました。
ちなみにフィッシュはお店によって使っている魚の種類が違うので、
いろんなお店に⾏くと⾯⽩いですよ！

2.『鶏の手の先っぽを揚げたやつ＠タイ』
鶏の手っ手を食べるなんて非国民！と思ったけど、
トライしてみると普通に、めちゃめちゃ美味かった！
これは完全にビールに合うやつ！(あ、各国ビール特集はまた今後の機会に・・・)

3.『体に良くない寿司と名乗る何か＠タイ』
なんかよくわからない魚卵を、よくわからない着色料で
色つけたものを乗っけた寿司っぽいものです。
想像しているしょっぱい味ではなく、なんとなく甘系だった・・・。

『ビン売り(開封済み)       揮発性の高い ガソリンをこんな売り方
しちゃダメだろ！  許認可的に考えて。   （ガソリン販売所の        許可基準！）＠タイ・パンガン島』

イギリス

アイルランド

タイ

パンガン島

(写真はアイルランドのフィッシュアンドチップスの
なんかの大会でグランプリになったお店のもの)

番外編.
しているガソリン

(事業とは違い、旅のときは基本的には計画など作らないアドベンチャーとライブ感を楽しみたいタイプです)
イモｫｫｫ

No！


